
 

 

 

 

 

クリスマス特別号  

       2026年中学受験：国語入試に出る本 徹底予想 

 

いよいよ寒さが本格化し、入試本番が近づいてきたことを肌で感じる季節になりました。 

毎年この時期に、国語の入試に出題されそうな作品を厳選し、クリスマス特別号としてまとめています。

これは単なる予想ではなく、長年入試問題の傾向を分析して導き出したものです。 

素材文の傾向を深く理解し、的を絞った対策を行うことが、国語の得点アップへの近道です。今回は、

その傾向を整理し、さらに「今年（2025 年）刊行の新作」からの本命予想ベスト 10 を発表します。 

 

    入試に出題される文章の【3 つの特徴】 

①                  主人公は「悩み多き子どもたち」 

入試問題の多くは、       受験生と同世代の子どもたち が主人公です。 

友だちとの関係、家族とのすれ違い、自分自身への迷い―― 

そうした心の成長が描かれた文章が、圧倒的に多く出題されます。 

だからこそ、   「自分だったらどう感じるか」と考えながら読めるかどうかが、大きな差になります。 

 

②      新作からの出題（今年度版） 

多くの中学校では、     夏休み中に入試問題が作成 されます。 

そのため、  前年 8 月〜当年 7 月に発売された作品が、入試素材として選ばれやすくなります。 

じっくり検討する時間を考えると、             4 月・5 月ごろに刊行された本が使われるケースも少なくありま

せん。今回紹介する本も、基本的には 比較的新しい作品 を中心に選んでいます。 

 

③ ṃ 入試頻出の作者からの出題 

本の読み方のひとつに、       「作者で選ぶ」 という方法があります。 

気に入った作家の作品を続けて読む――これは読書の楽しみであると同時に、入試対策としてもとても

有効です。実際、入試では         「この作者、また出てきたな」というケースが少なくありません。 

文章の雰囲気やテーマに慣れておくことは、初見の文章を読むときの安心感にもつながります。 

 

     この 3 つの特徴をふまえたうえで、 

次のページから 

今年度、特に注目したい本を具体的に紹介していきます。 

 

池袋校室長 の中学受験情報  

 

日能研池袋校室長・女子学院（JG）日特責任者 伊勢本 晃 

 
今回はあずま通りにある人気店

「うちたて屋」です。個人的には

鍋焼きうどんがおすすめ。太めの

うどんが大丈夫な人はぜひ！ 

ぐつぐつぐつぐつ。 

 



       2026 年入試に出る本ベスト 10【独断と経験に基づく予想】 

今回ご紹介する 10 冊は、どれも内容・テーマ・構成の点で入試素材として非常に優れている作品ばか

りです。 

 

 

 

 

      第 1 位：『ぼくたちの卒業写真』 

¶ 著者：天川栄人 

¶ 出版社：文研出版 

¶ 刊行年月：2025 年 6 月 

¶ 入試相性：極めて高い。友情・成長・すれ違いという物語文の王道テーマを網羅。複数視点で描

かれる構成は、人物ごとの心情変化を問うのに最適で、入試素材として非常にバランスが良い一

冊です。2 章がおすすめ。 

 

      第 2 位：『天才望遠鏡』 

¶ 著者：額賀 澪 

¶ 出版社：文藝春秋 

¶ 刊行年月：2025 年 7 月 

¶ 入試相性：非常に高い。才能を持つ者ではなく、それを見つめる側の視点が描かれている点が、

近年の入試傾向に合致。憧れ、嫉妬、支えたいという揺れ動く感情の描写がリアルで、心情把握・

理由説明の設問と相性抜群です。「カケルの蹄音（競馬）・エスペランサの子供たち（歌）」がお

すすめ。 

 

      第 3 位：『問題。以下の文章を読んで、家族の幸せの形を答えなさい』 

¶ 著者：早見和真 

¶ 出版社：朝日新聞出版 

¶ 刊行年月：2025 年 3 月 

¶ 入試相性：記述問題対策として最重要。中学受験をテーマに扱い、答えが一つに定まらないテーマ

が、高いレベルの記述問題と相性が良い。11 月の実践テスト、東邦大東邦推薦で出題 

 



 

 

 

 

 

 

 

第 4 位：『オリオンは静かに詠う』 

¶ 著者：村崎なぎこ 

¶ 出版社：小学館：2025 年 2 月 

¶ 入試相性：「語られない部分」を読む力が強く求められる作品。近年増加している行動・描写か

ら心情を読み取るタイプの問題にぴったりです。9 月の実践テスト総合で出題 三章中盤◎ 

 

第 5 位：『僕たちは我慢している』 

¶ 著者：藤岡陽子 

¶ 出版社：COMPASS：2025 年 5 月 

¶ 入試相性：登場人物それぞれの「努力の形」「我慢の仕方」が異なり、人物比較・対比の設問を

作りやすい構成です。読みごたえがあり、上位校を目指す受験生はぜひ。5 年生 PRE で出題 

◎跡継ぎ嫌がる少年へ祖父の言い分。 

 

第 6 位：『星の教室』 

¶ 著者：髙田 郁 

¶ 出版社：角川春樹事務所：2025 年 2 月 

¶ 入試相性：夜間中学が舞台。「学ぶことの意味」「人とのつながり」といったテーマが丁寧に描か

れており、価値観を問う設問に向いています。6 月の公開模試で出題 

 

第 7 位：『蒼天のほし』 

¶ 著者：いとうみく 

¶ 出版社：双葉社：2025 年 5 月 

¶ 入試相性：夜間保育園が舞台。多様な家族の形を描き、現代的なテーマを扱う入試素材として注

目されます。10 月の実践テストで出題 



第 8 位：『ありか』 

¶ 著者：瀬尾まいこ 

¶ 出版社：水鈴社：2025 年 4 月 

¶ 入試相性：瀬尾まいこ作品らしい、やさしい文体の中にある強さが特徴。「居場所（ありか）と

は何か」を静かに問いかけ、心情理解を問う問題に向く良作です。 

 

第 9 位：『ぶたのしっぽ』 

¶ 著者：海緒 裕 

¶ 出版社：講談社：2025 年 4 月 

¶ 入試相性：「ふつうって何だろう？」という問いを投げかけ、価値観の変化・成長を追う設問に

向いた、心温まる物語です。9 月の公開模試で出題 

 

第 10 位：『さよなら校長先生』 

¶ 著者：瀧羽 麻子 

¶ 出版社：PHP 研究所：2024 年 12 月 

¶ 入試相性：亡くなった元校長先生を偲ぶエピソードを、教え子、保護者、家族など立場の違う 6

人の視点から描く連作短編集。複数の視点から一人の人物像を多角的に捉える構成は、人物比

較・心情把握の設問に最適です。短編で読みやすく、心に残る“ありがとう”をテーマにした、優

しくも切ない感動作です。一章『コンパス』の後半がおすすめ◎ 

 

     冬休み・直前対策で合格を掴むために 

冬休み、受験生は忙しい時期ですが、このリストから 2〜3 冊程度なら、息抜きも兼ねて無理なく読め

るはずです。そして、最後の最も重要なアドバイスです。 

 

     本は、必ず「自分の意志で選ぶ」こと 

人に言われて読む本と、自分で「これを読む」と決めた本とでは、集中力も、文章からの吸収力もまっ

たく違います。 

気に入った一冊があれば、ぜひお守り代わりに受験会場へ持っていきましょ

う。朝、試験前に数ページ読むだけでも、活字に慣れるとともに、気持ちを落

ち着かせる効果があります。 

入試当日、「活字を読むのがその日初めて」という状況を避けること——これも立派な本番への準備で

す。 

私たち講師陣は、皆さんが最後まで全力で走りきれるよう、心から応援しています。体調管理に気をつ

け、このリストを参考に、悔いのない冬を過ごしてください。 



        付録｜この冬、どっぷり読書したい方へ（6 年生は入試後にぜひ） 

今回ご紹介した本の作者には、ほかにも 入試素材として読みごたえのある作品 がたくさんあります。 

「一冊読んでおもしろかった」「この作者、好きかも」 

そう感じたら、ぜひ 作者つながり で読み進めてみてください。 

             同じ作者の作品を続けて読むと 

 

¶ 文章のリズムに慣れる 

¶ テーマや視点の特徴が見えてくる 

¶ 初見の文章でも読みやすくなる 

 

といった効果があります。 

冬休みは、       時間に少し余裕ができる   新しいことを始めやすい 

そんな 読書習慣づくりにぴったりの時期 です。この冬、気に入った作者の作品に どっぷり浸かって 

みる のも、国語力を育てる、とても良い時間になります。 

「何を読めばいいか迷ったら、まずは“この中の作者からもう一冊”」そんな読み方も、ぜひ試してみて

ください。 

 

     天川 栄人 

『あるいは誰かのユーウツ』（単行本／2024 年 6 月 26 日） 

思春期の揺れる感情や、言葉にできない違和感を描いた短編集。 

一話ごとに区切られており、読書が久しぶりの子にも取り組みやすい構成です。 

心情を行動や描写から読み取る力を養うのに向いています。 

 

『セントエルモの光 

― 久閑野高校天文部の、春と夏 ―』（単行本／2023 年 4 月 12 日） 

 

 

『アンドロメダの涙 

― 久閑野高校天文部の、秋と冬 ―』（単行本／2023 年 9 月 13 日） 

高校の天文部を舞台にした連作。 

季節ごとの出来事を通して、友情や進路への迷いが描かれます。 

シリーズもののため、物語に入り込みやすく、「続きが気になって読む」タイプの読書にぴったりです。 

 

     額賀 澪 

『読書感想文が終わらない！』（ノベルズ・エクスプレス 60／単行本／2025 年 6 月 4 日） 

「感想文が書けない」という悩みを、物語として描いた一冊。 

読書と向き合う主人公の葛藤がリアルで、読むこと・ 

書くことの意味を考えさせられます。国語が苦手な子にも共感ポイントが多い作品です。 

 

『願わくば海の底で』（単行本／2025 年 2 月 19 日） 

喪失や再生をテーマにした物語。 



感情を直接言い切らず、余白を残した表現が多く、行間を読む力が問われます。 

少し大人びた内容ですが、読解力を一段引き上げたい子におすすめです。 

 

     早見 和真 

『アルプス席の母』（ハードカバー／2024 年 3 月 15 日） 

高校野球を支える母親の視点から描かれる物語。 

「がんばる子ども」と「支える大人」の関係が丁寧に描かれています。立場の違いを読み分ける設問に

つながりやすく、保護者の方にもぜひ読んでいただきたい一冊です。 

 

     藤岡 陽子 

『リラの花咲くけものみち』（単行本／2023 年 7 月 20 日） 

進路や将来に悩む若者たちの姿を描いた作品。自然描写と心情描写が結びついており、 

情景から気持ちを読み取る練習になります。じっくり読む読書に向いています。 

 

     いとう みく 

『朔と新』（単行本／2020 年 2 月 6 日） 

家族や人とのつながりをテーマにした物語。 

会話文と地の文のバランスがよく、 

登場人物の関係性を整理しながら読む力が身につきます。 

 

『天使のにもつ』（双葉文庫／2025 年 3 月 12 日） 

短編形式で、子どもの視点から見た世界が描かれています。 

一話完結型のため、読書が苦手な子の“最初の一冊”にもおすすめです。 

 

     瀬尾 まいこ 

『夏の体温』（双葉文庫／2025 年 6 月 11 日） 

人との距離感や、心のあたたかさを描いた短編集。 

やさしい文体の中に、考えさせられる問いが含まれています。 

 

『あと少し、もう少し』（文庫／2015 年 3 月 28 日） 

駅伝を通して描かれる成長物語。努力・仲間・挫折といったテーマは、長年入試で好まれてきた王道素

材です。学年を問わず読みやすい一冊です。 

 

 


